
　
若
手
担
当
者
を
指
導
す
る
ベ
テ

ラ
ン
担
当
者
や
上
司
が
留
意
す
べ

き
こ
と
は
、
最
初
か
ら
１
０
０
点

を
求
め
ず
、
50
点
の
出
来
か
ら

徐
々
に
満
点
に
近
づ
く
よ
う
な
指

導
を
心
が
け
る
こ
と
だ
。
若
手
担

当
者
は
所
見
欄
の
出
来
栄
え
に
よ

っ
て
成
長
を
実
感
し
、
指
導
者
が

そ
の
過
程
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

で
融
資
力
の
底
上
げ
に
つ
な
が

る
。２

所
見
欄

作
成
の
コ
ツ

　
　
　
際
に
所
見
欄
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
、
押
さ
え
て
お

き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

・�

記
載
項
目
を
意
識
し
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

　
所
見
欄
の
基
本
的
な
記
載
事
項

は
、
①
融
資
申
込
事
由
、
②
要
資

額
の
妥
当
性
、
③
返
済
原
資
と
返

済
可
能
性
、
④
課
題
と
対
応
策
、

⑤
取
上
げ
意
見
の
５
項
目
。
こ
の

実

１
所
見
欄
と
は

何
か
？

　
　
　
議
書
と
は
決
裁
権
限
者
に

判
断
を
求
め
る
書
類
で

あ
る
。
そ
の
稟
議
書
に
お
い
て
、

所
見
欄
は
決
裁
権
限
者
に
案
件
内

容
を
説
明
し
、
意
見
を
述
べ
る
場

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
所
見
欄
は

意
見
欄
（
意
見
書
）
と
も
い
う
。

　
担
当
者
の
思
い
を
吹
き
込
む
稟

議
書
の
核
心
部
分
で
あ
り
、
所
見

欄
の
出
来
次
第
で
案
件
が
ス
ム
ー

ズ
に
通
る
か
否
か
が
決
ま
る
。

　
若
手
担
当
者
が
稟
議
書
作
成
で

一
番
悩
む
の
が
所
見
欄
の
作
成

だ
。
所
見
欄
の
作
成
に
は
目
利
き

力
・
財
務
分
析
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
・

折
衝
・
課
題
解
決
な
ど
の
ス
キ
ル

が
要
求
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
融
資

ス
キ
ル
を
駆
使
す
る
の
だ
が
、
そ

も
そ
も
ス
キ
ル
は
経
験
に
よ
り
習

得
す
る
も
の
だ
。
そ
う
し
た
意
味

で
、
所
見
欄
は
融
資
力
を
鍛
錬
す

る
道
場
と
い
え
る
。

稟

５
つ
の
項
目
は
必
ず
覚
え
よ
う
。

ベ
テ
ラ
ン
担
当
者
は
頭
の
中
で
所

見
欄
を
描
き
な
が
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
。
記
載
項
目
が
常
に
頭
に

あ
る
か
ら
で
き
る
技
で
あ
る
。

　
図
表
は
記
載
項
目
に
沿
っ
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
進
め
た
事
例
で
あ

る
。
担
当
者
の
質
問
の
意
図
や
心

理
状
況
、
ま
た
留
意
事
項
を
、
会

話
に
振
っ
た
番
号
に
照
ら
し
て
解

説
す
る
。

①�

社
長
の
申
し
出
は
漠
然
と
し
て

い
る
。
資
金
使
途
を
こ
の
ま
ま

「
手
元
資
金
確
保
の
た
め
３
０

０
０
万
円
の
申
し
出
」
な
ど
と

し
て
は
い
け
な
い

②�

資
金
が
必
要
に
な
る
真
の
事

由
、
背
景
に
踏
み
込
む
た
め
の

質
問
を
投
げ
か
け
る

③�

融
資
申
込
事
由
は
「
機
械
の
検

収
予
定
日
ズ
レ
に
よ
る
入
金
遅

れ
」
と
判
明
し
た
。
来
月
末
残

高
を
具
体
的
に
把
握
し
て
い
る

様
子
か
ら
、
資
金
繰
り
の
信
頼

度
は
あ
る
と
推
測

④�

⑤
手
元
資
金
減
少
の
影
響
を
現

所見欄の書き方のコツ
分かりやすく簡潔に！

　融資稟議書の承認を大きく左右する所見欄につい
て、作成のポイントを解説する。中小企業診断士八木利樹
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す
る
。
残
金
５
０
０
０
万
円
が

入
金
遅
れ
金
額
と
判
明
。
疑
問

は
そ
の
場
で
確
か
め
る
こ
と
が

大
切
。
思
い
違
い
は
後
々
の
ト

ラ
ブ
ル
の
も
と
で
あ
る

⑧�
⑨
残
金
の
回
収
可
能
性
を
確
認

す
る
質
問
。
こ
の
と
き
、
残
金

回
収
を
引
当
て
に
し
た
短
期
資

金
の
可
能
性
を
頭
に
描
い
て
い

る
⑩�

⑪
残
金
回
収
ま
で
の
期
間
を
確

認
す
る
質
問
。
同
じ
く
、
短
期

資
金
の
可
能
性
を
描
き
な
が
ら

の
質
問

⑫�

⑬
残
金
の
回
収
可
能
性
に
つ
い

て
さ
ら
に
突
っ
込
ん
だ
質
問

（
聞
き
方
が
難
し
い
質
問
）。
Ａ

社
の
与
信
管
理
体
制
、
Ｂ
社
と

の
親
密
度
か
ら
、
回
収
不
能
リ

ス
ク
は
低
い
印
象
を
持
つ
。
Ｂ

社
の
企
業
情
報
は
調
査
の
う

え
、
稟
議
の
補
足
資
料
と
す
る

必
要
が
あ
る

⑭�

短
期
資
金
を
想
定
し
な
が
ら

も
、
受
注
の
大
口
化
が
本
格
化

し
資
金
繰
り
構
造
が
変
化
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
当
座
貸
越
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
受
注
傾

向
の
確
認
を
目
的
と
し
て
、
受

注
一
覧
表
の
提
出
も
求
め
る

　
本
事
例
を
整
理
す
る
と
、
①
か

把
握
し
て
お
く
べ
き
情
報
だ

⑥�

⑦
入
金
遅
れ
８
０
０
０
万
円
に

対
し
、
要
資
額
３
０
０
０
万
円

で
資
金
繰
り
が
回
る
の
か
違
和

感
が
生
じ
た
た
め
確
認
質
問
を

場
で
起
き
る
事
象
と
し
て
と
ら

え
る
。
担
当
者
は
事
業
規
模
や

商
流
か
ら
み
て
適
切
な
手
元
資

金
額
を
把
握
す
る
こ
と
が
大

切
。
実
態
調
査
に
よ
り
事
前
に

●取引先Ａ社（機械メーカー）から融資相談を受けた際のヒアリング

①　社　長　�「手元の資金が心許なくなってきたので運転資金を3000万円借入れ
できないだろうか」

②　担当者　�「詳しくお話を聞かせていただきたのですが、資金繰りに何か変化が
あったのですか」

③　社　長　�「実はＢ社に納入した機械の検収がズレてね。8000万円の受注だか
ら入金遅れは痛いよ。今月末は問題ないが、来月は外注費と給料を
支払うと月末の繰越残高が500万円になってしまう」

④　担当者　�「確かに手元資金が500万円ですと次の受注が取りにくいですよね」
⑤　社　長　�「そうなんだ。材料仕入資金が手元になければ次の受注は取れない

よ。大きな受注がもらえるようになったのはうれしいけど、慣れて
いないとこうなるんだね」
～（業界動向、受注動向、生産現場の話題が続く）～

⑥　担当者　�「改めて確認ですが、8000万円が入金遅れの金額なのですか」
⑦　社　長　�「あっ、ごめん。8000万円は受注金額。前受金で3000万円もらって

いるから、残金5000万円が入金遅れの分だ」
⑧　担当者　�「失礼ですが検収ズレの原因は、何かトラブルがあったとかですか」
⑨　社　長　�「いや、そうではないよ。機械を設置する工場建屋の完成が遅れて

ね。機械のほうはようやく据付と調整が終わったばかり。これから
試運転、オペレーション訓練の段階だね」

⑩　担当者　�「試運転が済めば検収完了ですか」
⑪　社　長　�「オペ訓練終了後、取扱説明書や図面を提出して終了になるんだよ。

入金は早くて再来月末、遅れると３カ月後の月末だね」
⑫　担当者　�「資金繰り予定からすると、いまのタイミングで話が聞けてよかった

です。ところで、Ｂ社と当金庫は取引がなく財務状況が分からない
ので、支払能力が気になってしまうのですが」

⑬　社　長　�「大きな取引だから改めてＢ社の信用調査はしたよ。業績は順調、海
外生産拠点の国内回帰の影響があって受注がかなり増えているよう
だ。新工場の全体像や会社の内情は懇意にしている専務から聞いて
いる。メインバンクとの関係も良好のようだ」

⑭　担当者　�「今回の機械受注代金を引当てにご融資する方法をまず検討してみま
すが、詳しくは資金繰り表で確認後、金額、融資方法を改めて検討
させてください。つきましては、資金繰り表、月次試算表、契約
書、それから現在の受注一覧表をお願いできますか」

（出所）筆者作成

特
集 実態把握を踏まえた所見欄作成のポイント
承認される融資稟議書の作り方
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